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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融及び財政政策などの経済対策を背景に、一部に足踏みは

みられるものの、緩やかな回復基調が継続しましたが、中国や新興国の経済成長減速や、英国のＥＵ離脱問題な

ど、景気に対する先行きは不透明な状況で推移しました。

このような状況のもと、当社グループでは、平成32年度を最終年度とする５ヶ年の中期経営計画を策定し、その

基本方針である「①主力事業のリノベーション」、「②海外展開・新規事業での着実なビジネスの拡大」、「③神

戸製鋼グループとの連携強化」に沿って、諸施策を着実に実施しております。

 

当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、廃棄物処理関連事業での新規ＤＢＯ案件受注などもあり、受

注高は前年同期に比べ6,633百万円増（21.2％増）の37,867百万円となり、受注残高は前年同期に比べ1,216百万円

増（1.9％増）の66,945百万円となりました。 

売上高は化学・食品機械関連事業における大型製品の引渡しなどにより、前年同期に比べ985百万円増（6.8％

増）の15,522百万円となりました。一方、利益面では、化学・食品機械関連事業の増収影響はあったものの、廃棄

物処理関連事業における案件構成変化の影響により、営業損益は前年同期に比べ665百万円減少し337百万円の損

失、経常損益は前年同期に比べ698百万円減少し320百万円の損失となりました。また、親会社株主に帰属する四半

期純損益は前年同期に比べ442百万円減少し228百万円の損失となりました。

なお、当社グループの事業形態による特徴として、売上高の計上が第４四半期連結会計期間に偏り、第１四半期

連結累計期間の業績は低い水準となる傾向がありますが、概ね計画通りに推移しております。 

報告セグメントごとの業績は次のとおりです。 

 

（水処理関連事業）

水処理関連事業につきましては、売上高は既受注案件が順調に進捗した結果、前年同期に比べ283百万円増の

6,599百万円となりました。経常損益は前年同期に比べ85百万円改善し、419百万円の損失となりました。 

 

（廃棄物処理関連事業）

廃棄物処理関連事業につきましては、売上高は前年同期に比べ217百万円減の6,728百万円となりました。経常損

益は、案件構成変化の影響により、前年同期に比べ877百万円減少し、300百万円の損失となりました。 

 

（化学・食品機械関連事業）

化学・食品機械関連事業につきましては、大型製品の引渡しなどにより、売上高は前年同期に比べ1,067百万円

増の2,352百万円、経常利益は前年同期に比べ112百万円増の134百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は58,765百万円となり、前連結会計年度末に比べ15,213百万円減少しまし

た。流動資産は38,753百万円となり、前連結会計年度末に比べ15,137百万円減少しました。主な要因は、受取手形

及び売掛金の減少26,436百万円、短期貸付金の増加10,987百万円によるものです。固定資産は20,012百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ76百万円減少しました。

負債合計は37,511百万円となり、前連結会計年度末に比べ14,206百万円減少しました。流動負債は28,028百万円

となり、前連結会計年度末に比べ16,537百万円減少しました。主な要因は、支払手形及び買掛金の減少7,830百万

円、短期借入金の減少7,455百万円となっております。固定負債は9,483百万円となり、前連結会計年度末に比べ

2,331百万円増加しました。

純資産合計は21,254百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,006百万円減少しました。主な要因は、親会社株

主に帰属する四半期純損失228百万円の計上による減少、配当金725百万円の支払いによる減少によるものです。こ

の結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資本比率は、36.1％となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の連結業績予想は、平成28年４月27日に公表しました「平成28年３月期 決算短信〔日本基準〕

（連結）」の業績予想から変更はありません。

なお、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

 

- 3 -

（株）神鋼環境ソリューション（6299）平成29年３月期　第１四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,410 1,571 

受取手形及び売掛金 43,046 16,610 

電子記録債権 163 226 

商品及び製品 18 16 

仕掛品 2,214 2,340 

原材料及び貯蔵品 921 987 

繰延税金資産 2,469 2,569 

短期貸付金 2,370 13,357 

その他 1,349 1,126 

貸倒引当金 △72 △52 

流動資産合計 53,891 38,753 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 16,218 16,278 

減価償却累計額 △9,079 △9,273 

建物及び構築物（純額） 7,138 7,004 

機械装置及び運搬具 12,178 12,260 

減価償却累計額 △8,357 △8,418 

機械装置及び運搬具（純額） 3,821 3,841 

土地 3,695 3,693 

建設仮勘定 614 719 

その他 1,425 1,416 

減価償却累計額 △1,217 △1,223 

その他（純額） 207 192 

有形固定資産合計 15,478 15,452 

無形固定資産 583 594 

投資その他の資産    

投資有価証券 728 684 

繰延税金資産 1,488 1,519 

退職給付に係る資産 1,243 1,210 

その他 695 680 

貸倒引当金 △129 △129 

投資その他の資産合計 4,026 3,965 

固定資産合計 20,088 20,012 

資産合計 73,979 58,765 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 26,982 19,152 

短期借入金 7,502 46 

未払法人税等 663 36 

未払費用 2,481 1,491 

前受金 1,427 2,278 

製品保証引当金 3,333 3,184 

工事損失引当金 134 118 

その他 2,040 1,719 

流動負債合計 44,566 28,028 

固定負債    

長期借入金 1,030 3,313 

リース債務 427 408 

退職給付に係る負債 5,163 5,273 

資産除去債務 452 453 

その他 78 35 

固定負債合計 7,152 9,483 

負債合計 51,718 37,511 

純資産の部    

株主資本    

資本金 6,020 6,020 

資本剰余金 3,332 3,332 

利益剰余金 13,332 12,379 

自己株式 △5 △5 

株主資本合計 22,679 21,725 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 127 97 

繰延ヘッジ損益 △3 △5 

為替換算調整勘定 72 28 

退職給付に係る調整累計額 △663 △640 

その他の包括利益累計額合計 △467 △519 

非支配株主持分 48 47 

純資産合計 22,260 21,254 

負債純資産合計 73,979 58,765 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 14,536 15,522 

売上原価 11,994 13,697 

売上総利益 2,542 1,824 

販売費及び一般管理費 2,214 2,162 

営業利益又は営業損失（△） 327 △337 

営業外収益    

受取利息 5 3 

受取配当金 5 9 

貸倒引当金戻入額 35 20 

分析料収入 1 1 

その他 14 10 

営業外収益合計 62 44 

営業外費用    

支払利息 6 10 

固定資産除却損 0 7 

その他 4 9 

営業外費用合計 11 27 

経常利益又は経常損失（△） 378 △320 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
378 △320 

法人税、住民税及び事業税 71 36 

法人税等調整額 100 △127 

法人税等合計 171 △90 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 207 △229 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △7 △1 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
214 △228 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 207 △229 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 23 △30 

繰延ヘッジ損益 3 △1 

為替換算調整勘定 1 △43 

退職給付に係る調整額 26 23 

その他の包括利益合計 55 △52 

四半期包括利益 262 △281 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 269 △280 

非支配株主に係る四半期包括利益 △7 △1 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

水処理 
関連事業 

廃棄物処理
関連事業 

化学・ 
食品機械 
関連事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 6,305 6,945 1,285 14,536 － 14,536 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

9 － － 9 △9 － 

計 6,315 6,945 1,285 14,546 △9 14,536 

セグメント損益 △504 577 22 95 283 378 

（注）１．セグメント損益の調整額283百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び営業外収

益等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費（報告セグメントへの

配賦差額を含む）であります。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

水処理 
関連事業 

廃棄物処理
関連事業 

化学・ 
食品機械 
関連事業 

計 

売上高            

外部顧客への売上高 6,441 6,728 2,352 15,522 － 15,522 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

157 － － 157 △157 － 

計 6,599 6,728 2,352 15,679 △157 15,522 

セグメント損益 △419 △300 134 △585 265 △320 

（注）１．セグメント損益の調整額265百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用及び営業外収

益等であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費（報告セグメントへの

配賦差額を含む）であります。

２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の経常損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。
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[決算発表　補足資料] 平成28年7月28日

株式会社 神鋼環境ソリューション

当社グループにおける受注状況

① 短信記載の受注高 (単位：百万円)

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
平成28年度

第1四半期累計期間

受注高 73,525 71,855 69,931 78,574 37,867

受注残高 43,538 47,233 49,030 44,599 66,945

 ※長期運転維持管理業務の受託高は含まない。但し、同業務の単年度売上額を受注額として計上。

② 短信記載の受注高＋長期運転維持管理業務の受託高 (単位：百万円)

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
平成28年度

第1四半期累計期間

受注･受託高 93,558 80,115 65,116 94,572 40,928

受注･受託残高 113,010 124,965 121,948 133,515 158,921

甲府・峡東地域ごみ処理
施設事務組合
甲府・峡東地域ごみ処理
施設整備事業及び運営事業

岩出クリーンセンター
運転管理等業務委託
（和歌山県）

加古川下流浄化センター
運転管理業務等包括委託

山形広域環境事務組合
エネルギー回収施設(川口)
建設及び運営事業

廿日市市
次期一般廃棄物処理施設整
備運営事業（広島県）

中津川市環境センター
ごみ処理施設長期包括運営
管理業務委託

仙南地域広域行政事務組合
（仮称）仙南クリーン
センター整備運営事業
（宮城県）

兵庫西流域下水汚泥広域
処理場運転管理業務等包括
委託

東部スラッジセンター
汚泥焼却設備の運転・維持
管理業務包括的委託
（神戸市）

さしま環境管理事務組合
さしまクリーンセンター
寺久
熱回収施設長期包括運営
業務委託（茨城県）

上伊那広域連合
新ごみ中間処理施設整備運
営事業（長野県）

クリーンピア射水
長期包括運営業務
（富山県）

淡路・東浦浄化センター
淡路市汚水処理施設等維持
管理業務包括的民間委託

兵庫東流域下水汚泥広域処
理場運転管理業務等包括委
託

主要受託契約




